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管
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
年
は
台
風
の

当
た
り
午
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、

六
月
の
み

法
さ
ん
は
台
風
で
ヤ
上
に
な
り
ま
し
た
ね
。

く
れ
ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

★

霊
曝
、

い
よ
い
よ
世
界
遺
産
に
す

今
年
の
み
法
さ
ん
か
わ
ら
版
は
、

日
本
最

小
の
四
回
霊
場
の

「写
し
」
、

党
王
山
Ａ
十

ハ
功
所
霊
場
に
因
ん
で
、

巡
礼
や
霊
場
に
よ

つ
わ
る
者
処
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
豆
場
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
た
び
、

紀
伸
半
鳥
の
霊
場
こ
客
詣

道
が
世
界
遺
産
に
墨
ば
れ
ま
し
た
。

世
界
重
左

の
モ
定
は

一
九
七
二
年
か
ら

始
ま
り
、

現
在
、

世
界
で
七
百
ハ
や
ハ
午
弥

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（今
年
七
月
末
塊

在
）
。
日
本
で
は
十
二
番
目
の
世
界
宝
左
に

な
り
ま
す
が
、

豆
場
巡
り
の
全
行
程
が
重
ば

れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

☆

高
野
山
を
含
む
三
つ
の
山
轟
霊
場

今
回
垂
ば
れ
た
の
は
、

私
法
六
師
ゆ
力‐
叫

の
高
野
山
を
谷
む
三
つ
の
山
轟
霊
場
と
、
そ

れ
ら
を
結
ぶ
懇
詣
道
全
体
で
あ
り
、

経
め
て

珍
し
い
世
界
宝
左
で
す
。

真
吉
答
次
の
根
本
立
場

「高
野
山
」
、

神

仏
習
谷
終
野
信
仲
の
ヤ
蔦
地

「熊
野
三
山
」
、

修
険
主
の
拠
点

「吉
野
・太
筆
」
の
二
登
場

と
、
そ
れ
ら
を
結
ぶ
「高
野
山
町
石
道
」、
「態

野
春
講
道
」、
「太
筆
典
駈
遺
」
の
二
主
で
す
。

な
か
で
も
、

熊
野
参
祐
主
は
、

島
野
凸
と
終

野
を
長
短
で
給
ぶ
小
迎
路
の
ほ
か
、

中
迎
路
、

太
辺
路
、

伸
碧
路
の
口
主
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
二
霊
場
二
参
鈴
主
は
、

世
界
最

太
の
せ
恭
重
産
で
す
。
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★

党
王
山
に
も
名
所
け
た
く
せ
ん
ｆ

日
本
長
小
の
党
工
占
八
十
八
カ
所
霊
坊

の
関
祖

（み
法
人
節
）
ゆ
か
り
の
高
野
占
が
、

世
界
良
人
の
世
界
宝
左
に
垂
ば
れ
た
の
は

興
味
本
い
巡
り
合
わ
せ
で
す
が
、

口
固
霊
場

合
体
が
世
界
宝
と
に
な
れ
ば
、

今
回
の
俺
伊

半
島
を
上
口
る
規
模
で
す
。

口
回
登
場
の
世

界
主
左
入
り
が
実
現
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

北
二
占
周
理
に
は
、
日
本
で
４

一
の
本
物

の
仏
谷
利
が
れ
ら
れ
て
い
る
仏
教
十
九
宗

派
の
共
同
寺
院
日
泰
寺
を
は
じ
め
、

錠
慕
師
、

山
神
社
、

上
野
宍
浦
宮
、

尋
盛
寺
、

太
離
寺
、

正
法
寺
尼
学
林
、

域
山
ハ
幡
宮
、

桃
離
寺
な

ど
、

名
所
旧
跡
が
日
白
押
し
で
す
。

せ
恭
走

左
入
り
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す

が
、

地
え
の
丈
跡
は
大
物
に
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

☆

「弘
法
こ
れ
を
語
る
会
」開
催
ｒ
ｒ

さ
て
、
こ
の
か
わ
ら
版
も
三
年
目
に
入
り

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、

綿
隼
邦
も
日
未

寺
や
党
二
占
周
辺
の
歴
史
な
ど
を
夕
し
は

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

み
法
人

郊
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、

一
次
と
興
本
が
わ

き
ま
し
た
。
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉
強

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

綿
隼
部
で
は
、

未
る
十
二
月
十

四
日
（火
）、
「弘
な
さ
れ
を
語
る
会
」
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

か
わ
ら
族
の
執
争
考
で

あ
る
六
塚
甜
平
が
、

参
カロ
考
の
管
様
と

一
省

に
、

み
法
人
印
の
こ
と
、
日
未
寺
周
辺
の
こ

と
、

像
日
の
こ
と
な
ど
を
お
話
し
さ
せ
て
預

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

一
回
の
子
―
マ
は
、

「弘
法
太
師
の
生
緩
」
で
す
。

場
所
は
日
未
寺
む
側
の
庭
回
ギ
ャ
ラ
ｌｒ
ｌ

「い
う
倫
」
で
す
。

定
員
二
十
六
で
す
の
で
、

お
叶
関
と
ご
果
木
の
あ
る
方
は
、

走
井
ご
参

カロ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
杢
み
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

十
二
月
の
こ
と
で
す
の
で
、

未

月
子
以
降
で
も
ご
寮
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ま
た
未
月
ぉ
会
い
し

ま

下

し

ょ

ヽ
つ

。
第 1 回

ご案内

「弘法さんを語る会」～弘法大師の生涯～

役 1大塚耕平 (弘法さんかわら版執筆者)

12月 14日 (火)午 後 1時～3時

庭園ギャラリー 「いち倫」(日泰寺西側)

20人 (お申し込みは大塚耕平事務所まで 757-1955)
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